
番号 事故発生日 事故発生時間 事故発生場所 事故の種類 用途 概要 乗船者数
死者・

行方不明者数

1 11/6（木） 17:35頃 国頭村安田沖 運航不能 プレジャーボート
   事故船舶船長は、令和7年10月28日、1名でヨットに乗船し神戸港を出港、台湾（高雄）へ回
航予定であったが、海上荒天により、与那原マリーナ向け航行中のところ、事故発生日に突
然、船尾から大波を受け、船長は船外に投げ出され運航不能（無人漂流）となったもの。

1名 0名

2 11/13（木） 14:40頃
石垣市字新川

琉球観音埼灯台
南南東沖

乗揚 巡視船
巡視船から石垣海上保安部に「石垣港航路付近海域にて底触したおそれり。」との情報が入っ
た。乗組員の負傷等なし、自力航行は可能。 - 0名

3 11/21（金） 12:20頃
本部町

本部港内
浸水 作業船

一般人から「本部港で船が沈んでいるようだ。私は見ていないので状況は分からない。」旨の
通報があった。当庁職員が本部港内を確認した結果、同港内において事故船舶を海中から引き
揚げ作業中であったので、同作業関係者から事情聴取を実施したところ、「係留中の同船が何
らかの原因で沈没したので、引き揚げ作業を実施中」とのことで、同作業実施場所付近海面に
は同船所有者によりオイルフェンスが展張され、同フェンス内には若干量の浮流油状物を認め
たが、同フェンス外への流出は認めなかった。

- 0名

十一管区　船舶事故速報2025 年 （11月1日～11月30日）

※死者・行方不明者は、船舶事故によって発生した人数です。



1 1/14 (火) 15:55頃
本部町

本部港沖
推進器障害 プレジャーボート

事故船舶は、パラセーリング中に付近海面に浮遊していた漁網がプロペラに絡索したことによ
り、エンジンが停止したもの。そのため、パラセイルが降下し、パラセイルに乗っていた者が
海面に落下。事故の詳しい状況は、調査中。

- 0名

2 1/17 (金) 08:10頃
伊平屋村

伊平屋漁港
浸水 漁船

伊平屋村役場の通報により、当庁職員が漁港内を確認したところ、事故船舶の船尾部が沈没し
ている状況を確認した。事故の詳しい状況を調査中。 0名 0名

5 3/2（日） 19:10頃
石垣島

北北西方
火災 漁船

「石垣島北北西約121海里で台湾漁船に火災が発生、乗組員計7名が海へ飛び込み、うち５名が
付近航行中の台湾漁船に救助されたが、2名が行方不明となっている」旨の通報があった。現場
に当庁巡視船及び航空機を向かわせ、行方不明者2名を捜索するも、発見に至っていない。

7名 ２名

6 3/11（火） 06:00頃
名護市

辺野古埼沖
火災 その他

事故船舶は、砂を積載した台船を押航していたところ、機関室の主機関から油が漏れ火災が発
生した。火災は乗組員により、鎮火されたが自力による航行が不能となったもの。その後、所
有会社が手配した曳船により、曳航された。

6名 ０名

0名

事故発生場所

乗揚

4 1/27（月） 09:30頃
竹富町

西表島仲間港沖
乗揚 旅客船

当庁あて「仲間港入口付近で、エンジントラブルにより、風にあおられて浅瀬に乗揚げた。乗
員・乗客に怪我等なく、乗客を別の船に乗せ仲間港に移送した」との通報があった。当庁巡視
艇を現場に向かわせ、浮流油がないこと確認、その後、事故船舶は、僚船により引き出され離
礁、曳航され、仲間港に入港した。

135
名

0名

2025 年

番号
死者・

行方不明者数
乗船者数

（1月1日～10月31日）十一管区　船舶事故速報

事故発生時間

3 1/26（日）
13:35頃

(情報入手時刻)
浦添市

カーミージー沖合

概要

プレジャーボート
「カーミージー海浜公園の沖合で船が座礁しているように見える」との通報があり、当庁巡視
艇を現場に向かわせたところ、沖合約300ｍの浅瀬に乗揚げている事故船舶を確認した。その
後、事故船舶は琉球水難救済会の船舶により、引き出された。乗船者2名に怪我等無し。

事故の種類事故発生日 用途

2名



事故発生場所

2025 年

番号
死者・

行方不明者数
乗船者数

（1月1日～10月31日）十一管区　船舶事故速報

事故発生時間 概要事故の種類事故発生日 用途

7 3/13（木） 03:40頃
（情報入手時刻）

竹富島沖 乗揚 漁船
「漁船が座礁した、至急救助をお願いする」旨の通報があった。当庁巡視艇及び航空機を現場
に向かわせたところ、事故船舶は完全に船底が真上の状態になっており、船底上に救命胴衣を
着用した乗船者3名を確認した。その後、航空機により3名を吊上げ救助した。

3名 ０名

8 3/22（土） 05:05頃
（情報入手時刻）

南大東島
南東沖

運航不能
（無人漂流）

漁船
当庁あて「操業中の漁船と連絡が取れない」旨通報があった。当庁航空機及び巡視船を現場へ
急行させたところ、無人漂流している事故船舶を発見したもの。 1名 1名

9 4/3（木） 11:24頃
（情報入手時刻）

石垣島
南西方

単独衝突 貨物船

当庁あて「石垣島と竹富島の沖合で灯浮標が流れ、灯浮標の上部が折れ曲がっているように見
える。灯浮標が流れる前に大型の貨物船が付近を航行していた」旨の通報があった。当庁巡視
艇が現場に向かい確認したところ、定位置から西方向に約1000ｍ移動していることが判明し
た。移動原因等については調査中。

- 0名

10 4/17（木） 06:04頃
（情報入手時刻）

座間味島北側沖合 衝突
漁業取締船

漁船

漁業取締船はやて船長から「座間味島北側沖合で漂泊中に漁船と接触した」旨の通報があっ
た。浸水、油の流出及び漁業取締船、漁船の乗組員に怪我等無し。両船ともに自力航行可能。
事故の詳細については調査中。

- 0名

11 4/29（火） 11:00頃
久米島北西
約103海里

火災 漁船

当庁あて「久米島北西約103海里で台湾漁船で火災が発生した」旨の通報があった。火災船乗員
は計8名であり、うち7名が付近航行中の台湾漁船に救助されたが、1名（インドネシア人）が行
方不明となっており、捜索するも、発見に至っていない。火災船については、当庁巡視船にて
放水作業を実施した後、沈没した。

8名 1名

12 5/15（木） 14:11頃
名護市

辺野古沿岸
転覆 作業船

事故船舶は、台船をロープで固定する作業を実施中に、ロープが台船船尾に設置されている錨
に引っ掛かったことにより、引っ張られ転覆したもの。乗組員2名（救命胴衣着用）は、転覆に
伴い落水したが、付近作業船等により救助され、命に別状なく、けが等もなし。事故船舶は、
起重機船上に引き上げられ、若干の浮流油も全て回収された。

2名 0名

13 5/25（日） 15:20頃
（情報入手時刻）

那覇市
泊漁港内

火災 漁船

当庁あて、「那覇市「泊いゆまち」付近の港で火災船の情報があった。」旨の通報があったも
の。事故船舶は通報時、付近係留中の漁船乗組員により消火活動が行われており、駆け付けた
那覇市消防局職員により鎮火が確認された。この火災による、けが人の発生、油の流出、周囲
船舶への延焼はなし。

- 0名

14 6/4（水） 18:35頃
（情報入手時刻）

慶良間諸島
南沖

浸水 タグボート
当庁あて「沖縄県慶良間諸島南沖で船首側が浸水して沈みそうだ」旨の通報があった。事故船
舶乗組員2名のうち1名はボンデンに掴まっているところを当庁回転翼機にて救助されたが、乗
組員残り1名及び事故船舶の発見には至らなかった。

2名 1名



事故発生場所

2025 年

番号
死者・

行方不明者数
乗船者数

（1月1日～10月31日）十一管区　船舶事故速報

事故発生時間 概要事故の種類事故発生日 用途

15 6/7（土） 21:51頃
（情報入手時刻）

北大東村
付近海域

運航不能
（無人漂流）

プレジャーボート
当庁あて、「北大東島から南大東島へ向け出港した船舶と、連絡が取れなくなった。乗船者は
１名のみである。」旨の通報があった。琉球水難救済会所属船が、北大東港（江崎港）の南
2,900メートル付近海上において連絡途絶船を発見するも、乗船者は認められなかった。

1名 0名

16 6/11（水） 17:42頃
（情報入手時刻）

読谷村
都屋漁港沖

運航不能 プレジャーボート
当庁あて「都屋漁港２～３キロ沖でプロペラにロープが絡まった」旨の通報があった。 事故船
舶は琉球水難救済会読谷漁業協同組合所属船により、えい航され、都屋漁港へ入港した。 7名 0名

17 6/16（月） 12:50頃
うるま市

石川漁港付近海域
乗揚 タンカー

船舶代理店から「石川漁港付近で貨物船が乗り上げた」との通報があった。関係者によると事
故船舶は、係留岸壁（ナカンヌ興業(株)専用桟橋）から荷揚げのため昭和化学工業桟橋へ移動し
ようとしてたところ、乗り揚げ、左舷に2から3度傾斜していたが、タグボート3隻により離礁し
た。

13名 0名

18 7/3（木） 11:10頃
名護市

屋部の浜沖合
浸水 カヌー

事故者は、釣りを行うため持参したカヤックに1人で乗り込み、名護市字宮里所在のあけみお
SKYドーム裏の海岸を出発し、釣りを終えて同海岸に向けカヤックを漕いでいたところ、カヤッ
クに浸水を認め 118 番通報をしたもの。その後、事故者は、同カヤックが半沈没状態となった
ため、海上で浮きながら救助を待っていたところ、名護湾を巡回中の沖縄地区税関所属の「監
視艇しまかぜ」によって発見救助された。

1名 0名

19 7/6（日） 10:30頃
（情報入手時刻）

読谷村沖 運航不能 ゴムボート

事故者は救命胴衣を着用し、自身の所有するゴムボートにて読谷村宇座海岸から出艇、その後
ゴムボートの空気が抜けたことにより浸水し、航行が困難となり、漂流したため、自力で陸ま
で泳いで戻ってきた。事故者に怪我等無し。巡視艇でいごにより漂流していたゴムボートは回
収された。

1名 0名

20 7/17（木） 11:10頃
糸満市

糸満漁港内
単独衝突 漁船

糸満漁港内において図南丸が入港作業中に岸壁に接触したもの。船体に大きな損傷及び浸水、
油の流出は無かった。また、岸壁は一部に塗料が付着していたが、損傷等の確認はできず。乗
組員1名が病院にて受診した。

12名 0名

21 7/24（木） 18:50頃
今帰仁村

湧川マリーナ前面海域
運航不能

（無人漂流）
漁船

事故船舶は、約7年前から湧川マリーナ沖に係留のまま長期間放置されていたもので、
事故発生日時に無人で漂流した。その後、同マリーナ護岸に漂着したことから、再び漂流する
ことがないよう流出防止策として、船体を船舶所有者と共に同護岸に係留固縛したもの。浸水
及び海上への油の流出はなく、怪我人の発生無し。

0名 0名

22 8/1（金） 11:10頃 宮古島市来間島沖 転覆 プレジャーボート

事故船舶は、ボートツアー目的のため乗客3名、船員2名を乗せ09:30頃出港。同日11:10頃、波
を受け転覆し乗船者全員が船外へ投げ出されたため、船長が118番通報を実施。その後、付近を
航行中の公益社団法人琉球水難救済会宮古島救難所所属の漁船に発見、救助されたもの。救助
された5名は命に別状なく病院への搬送もなし。なお、転覆した原因については調査中であり、
転覆した事故船舶は、僚船にて曳航救助された。

5名 0名



事故発生場所

2025 年

番号
死者・

行方不明者数
乗船者数

（1月1日～10月31日）十一管区　船舶事故速報

事故発生時間 概要事故の種類事故発生日 用途

23 8/8（金） 18:25頃
（情報入手時刻）

宮古島市
パイナガマビーチ沖

運航不能 水上オートバイ

通報者が、事故船舶と連絡が取れない旨の118番通報を実施。事故船舶は、パイナガマビーチに
て2名が乗艇し出艇した後漂流状態となったが、付近操業中の公益社団法人琉球水難救済会宮古
島救難所所属漁船に発見、救助されたもの。その後、乗艇者2名は回転翼機により吊り上げ救助
され、宮古空港にて宮古島市消防本部救急隊へ引き継がれた。2名は命に別状ないものの、体調
不良を訴えている状況。

2名 0名

24 8/15（金）
16:20頃

(情報入手時刻)
読谷村

トリイステーション沖
運航不能 カヤック

事故船舶は、乗艇者1名で正午頃に友人らと出艇。約45分後に沖合に流され友人らとはぐれ行方
不明となり、友人らが現場海域を捜索するも発見できなかったことから、118番通報を実施。事
故船舶は同日17:40頃、漂流していたところを那覇航空基地所属回転翼機によって発見され、
17:50頃、巡視艇によって救助されたもの。乗船者の生命に別状なし。

1名 0名

25 8/17(日） 16:05頃 本部町崎本部沖 機関故障 水上オートバイ
事故船舶は、16:00頃、乗艇者1名でメンテナンス後の試運転のために出艇。約5分後、エンジン
が突然停止し、再起動することなく漂流したもの。その後、付近にいた作業船に発見、救助さ
れ乗艇者にはけが等なく、事故船舶は曳航された後、陸揚げされた。

1名 0名

26 8/18(月）
14：28頃

(情報入手時刻)
喜屋武岬沖 推進器障害 漁船

事故船舶から、喜屋武岬南西約53海里において、絡索して復旧できず、自力航行不可となった
ことから救助を要請する旨の通報が中城保安部にあったもの。要請を受け那覇海上保安部所属
巡視船及び那覇航空基地所属の回転翼機を発動。事故船舶が発見され、船長が吊り上げ救助さ
れた。事故船舶は、巡視船により監視を実施。事故船舶は20日に与那原・西原町漁協所属の僚
船により曳航され、翌21日06:00頃、入港。

1名 0名

27 8/20(水）
17:00頃

(情報入手時刻)
うるま市

ホワイトビーチ沖
火災 米艦船

ホワイトビーチ沖合で米艦船の火災が発生。タグボートによる冷却放水を実施し、翌21日鎮火
が確認されたことから、22日ホワイトビーチ基地桟橋に事故船舶は移動した。 - 0名

28 9/10（水） 13:46頃
（情報入手時刻）

宮古島市池間島沖 運航不能 漁船

事故船舶は、漁をするため佐良浜漁港を出港したが、帰港予定時刻を過ぎても入港していない
ことから、漁協組合が118番通報をしたもの。通報を受け、当庁巡視船及び回転機を捜索に向か
わせたところ、捜索中の僚船が機関故障により漂流中の該船を発見した。 乗船者3名について
は、怪我等なし。

3名 0名

29 9/23（火） 16:50頃
国頭村

桃原ビーチ沖
運航不能 ゴムボート

事故者らは、手漕ぎゴムボートに乗艇し、沖縄県国頭郡国頭村辺土名所在の桃原ビーチを出発
し、事故発生場所付近において、沖釣りを開始しました。その後、風が強くなったことから、
オールを漕いで出発した桃原ビーチに向かうも沖に流されたため、名護海上保安署に通報した
もの。その後、事故者らは怪我等なく琉球水難救済会所属船に無事救助された。

2名 0名

30 10/5（日） 07:29頃
（情報入手時刻）

恩納村ヨウ島沖 運航不能 ゴムボート
乗船者から「ミニボートで釣りに出たがヨウ島付近でエンジントラブルが発生し戻れなくなっ
たので救助をお願いしたい。」と118番通報があった。事故船舶は恩納消防所属艇によりえい航
され、恩納漁港へ入港したもの。

2名 0名



事故発生場所

2025 年

番号
死者・

行方不明者数
乗船者数

（1月1日～10月31日）十一管区　船舶事故速報

事故発生時間 概要事故の種類事故発生日 用途

31 10/16（木） 11:25頃 宮古島市池間島北方沖 乗揚 プレジャーボート

事故船舶は、スノーケリングツアーを終了し帰港中、船体に衝撃を受け舵が効かない状況で
あったことから、同船船長が潜って確認したところ、船体が浅瀬に乗揚げ、舵の脱落とプロペ
ラの破損を認めた。 同衝撃により乗客複数人が倒れ、その内1名の足に他乗客がのしかかり足
の痛みを訴えていたことから、同船スタッフにより救急車を手配した。その後、付近を航行中
の、公益社団法人琉球水難救済会池間救難所（池間漁業協同組合）所属の「海遊丸」及び所属
不明の「うみもり丸」に乗客13名を移乗させ、事故船舶については、同「海遊丸」により曳航
救助され、池間漁港に入港した。 入港後、怪我をした乗客1名については、宮古島市消防本部
救急隊に引き継がれ、沖縄県立宮古病院に搬送され「右大腿骨遠位端骨折」の疑い（全治不
明）と診断された。

16名 0名

32 10/25（木） 17:09頃
（情報入手時刻）

糸満市糸満漁港沖 運航不能 プレジャーボート
乗船者から「バッテリーが上がってしまい、エンジンが起動せず漂流してしまった。」と118番
通報があった。事故船舶は琉球水難救済会糸満救難所所属船により、えい航され、糸満フィッ
シャリーナへ入港したもの。

6名 0名

※死者・行方不明者は、船舶事故によって発生した人数です。

※調査中の事項は「－」で表示しています。

　「緊急情報配信サービス登録」　　　　　　　　　　https://www7.kaiho.mlit.go.jp/micsmail/reg/touroku.html

　「海の安全情報」（スマートフォン用サイト）　　　https://www6.kaiho.mlit.go.jp/sp/index.html


